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「成人教育とファシリテーター」宇都宮大学教授　廣瀬　隆人氏
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＜アイスブレーキング＞

　うまくないアイスブレーキングをし、問題点、失敗だったところをあげてもらう。
→何が大切なことなのかを参加者が発見する。

目的（はっきり認識させる）

時間（配分をちゃんとする）

指示（明確に！指示には理由をつける）

人数を考慮する（与えられた範囲でそうするのか、ポジティブに解釈。）

雰囲気を堅苦しくしない、緊張させない、不満感を持たせない。
話すこと（同時に話してみることから、聞くことの大切さを知る）

言葉の説明（アイスブレーキングって、何？）

☆目的意識を明確にする


→テーマについて、最初に各自紙に書いてもらう


　例「ファシリテーターとは？」（ひらいらいた「教えない教育」の話）


　　－回収し、意味のない数字をいかにも点数のように書いて返す。



→「点数だ」という固定観念を持っている大人の自分に気が付く



　（あっ、そうか！）
☆気付き、ふりかえり・・・「あっ、そうか」（＝引き出しを開けてあげること。）

思い込みをしている自分に気付いてもらう。→気が付かなかった自分に気が付く。

・ワークショップは、終わった後で考えさせる学びが大切かも。

・無理に押し付けると、逆効果。「参加したくなければ見てるだけでもいいですよ」と言うと、だいたいみんな参加してくれる。

・ファシリテーターは、参加者の発言を褒める！！（褒め言葉集p9を活用）
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☆教えない。→知ってる人がいる。参加者が教えるように・・。

＜グループごとにファシリテーターをしましょう＞

テーマ：

1 アイスブレーク（＝氷をとかす、緊張をほぐす）ex.他己紹介

2 話し合い（→テーマを明確に。展開を考える。一人長話の対策など）

3 インタビュー（ex.部屋の四隅：春夏秋冬グループに分かれてインタビューする）
4 オープニング（ex.オリエンテーションをシンポジウムにする、講師紹介する）

→参加者が聞きたいことを聞き出すことで、会場の緊張感を緩める（アイスブレイク）

5 グループ内の自己紹介ゲーム

第2班・・⑤をやることに。

やり方・・・

　隣の人の紹介をしていく「○○が好きな～です」「○○が好きな～さんの隣のいつも××な～です」「○○が好きな～さんの隣のいつも××な～さんの隣の△△に興味がある～です」・・・という具合。（ポジティブな話題がいい。自分をアピールできる言葉）

お手本（3人くらい）やってみる
　順番を指示する。
　気付きや困ったことを発表してもらう。


→気付いてもらうことが大切なので、まとめはしない。

☆班ごとに、感想や気付きをポストイットに書いてシートにまとめて貼る。





意見を引き出す・・参加型評価
☆ファシリテーターがやっていはいけないことワースト5をグループごとにまとめて、一つのシートに貼り付けてコピーして配る。

☆振り返りは実際の体験の2.5倍の時間をかける。「少ないワークでしっかり振り返る」
☆グループは4人が最適。


6人いると、一人話さない人がいる。（フラフープの例・・重さを感じられる）

一人一人を大切にする


8人になると、一人一人を生かせるような工夫が必要になる。




＝ファシリテーターが必要


4人で話し合いをして、8人グループになって・・と広げるとよい。

